
地区別計画（素案）
＜地区の特性等から導く地域づくりの⽅向性・振興策＞
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【伊勢崎地区】地域の特性、強み、課題から得られる要素の整理
市の⻄部に位置し、⻄側は前橋市と⽟村町、南側
は利根川を挟んで埼⽟県本庄市・深⾕市に接して
いる。
伊勢崎駅、新伊勢崎駅が位置しており、JR両⽑線
及び東武鉄道伊勢崎線が利⽤可能となっている。
伊勢崎駅・新伊勢崎駅を中⼼に、市の中⼼市街地
を形成している。
道路網としては、北関東⾃動⾞道及び伊勢崎イン
ターチェンジが設置されているほか、⼀般国道 17 号
上武道路や⼀般国道354号東⽑広域幹線道路な
どが通っている。
南⻄部には利根川が流れているほか、北⻄から南東
にかけて利根川の⽀流である広瀬川、粕川、韮川が
流れている。
北部には遊園地を含む華蔵寺公園などの⼤規模な
公園が⽴地しているほか、旧時報鐘楼などの歴史
的・⽂化的資源が分布している。
南部には東京福祉⼤学及び上武⼤学が⽴地して
いる。
⻄部には伊勢崎オートレース場や⼤規模商業施設が
集まっている。
地域のイベント等：華蔵寺公園花まつり、いせさき
楽市、いせさき燈華会、いせさきまつり

地域の特性（地理的特徴・地域資源・地域活動） 地域の強み 地域の課題

地域の課題から得られる要素
① 農地の集約や担い⼿の確保
② 中⼼市街地の更なる活性化
③ 地域防災⼒の強化
④ ⽔害への備え

 地区別市政懇談会
 農業地域、⼤型商業施設、⼯業団地などバランス
良く発展を続けている

 商業施設が多く、買い物の利便性が⾼い
 産業団地への企業進出

 市⺠アンケート
・住みよい理由（上位3項⽬）
 ⽐較的災害が少ない
 買い物が便利
 ⾞移動が便利

 市⺠アンケート
・住みにくい理由（上位3項⽬）
 バスなどの公共交通機関が不便
 ⾼齢者・障害者への対応が進んでいない
 魅⼒的な仕事がない
・重要度と満⾜度のギャップ（上位3項⽬）
 防犯対策の強化
 医療・年⾦制度の円滑な運営
 災害に強いまちづくり

 地区別市政懇談会
 ⾞がないと買い物が不便
 中⼼市街地の整備
 ⼈が集まりやすい場の創出
 ⽔害、⼤規模災害への備え

 各地区区⻑会と市⻑の懇談会
 災害時の避難所の確保と要⽀援者への対応
 ごみ出しルールやマナーの指導
 役員等のなり⼿不⾜
 農地の集約や担い⼿不⾜

 令和5年度市⺠ワークショップ（第3回）
 中⼼地の空洞化
 郊外の交通が不便
 夜間の治安が悪い場所がある

地域の特性から得られる要素
① ⾼速道路、国道、鉄道など交通の要衝
② 駅周辺の中⼼市街地
③ 利根川とその⽀流の河川
④ 華蔵寺公園（華蔵寺公園遊園地含む）
⑤ 商業施設が集積する商業拠点

地域の強みから得られる要素
① 市内⾼校・⼤学の集積
② 農業・商業・⼯業の均衡ある発展
③ 産業団地への企業進出
④ 道路交通網の利便性

 令和5年度市⺠ワークショップ（第3回）
 市役所がある
 中⼼市街地であり、賑わっている
 交通アクセスが良い（駅、インターチェンジなど）
 上武⼤学と東京福祉⼤学がある
 飲⾷店が多い
 スーパーや病院が徒歩圏内にある
 同年代の市⺠が多い
 ⾼校が集中している（他地区にない）
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【伊勢崎地区】地域づくりの⽅向性、振興策について

集約した要素
 市内の⾼校・⼤学の集積
 農業・商業・⼯業の均衡ある発展
 農地の集約や担い⼿の確保
 ⾼速道路、国道、鉄道などの交通網
 中⼼市街地のにぎわい創出
 華蔵寺公園（華蔵寺公園遊園地含む）
 ⽔害への備え、地域防災⼒の強化

地域づくりの⽅向性、振興策について

① 教育振興による⼦育てしやすい地域づくり
② 交通利便性を⽣かした農業・商業・⼯業の均衡ある発展
③ 観光振興と中⼼市街地のにぎわいの創出
④ ⽔害に強いまちづくりの推進

地区別市政懇談会で出された
地域づくりの⽅向性、振興策についての意⾒
 ⼦育て世代が住みやすい活気あふれるまち
 ⼦どもたちが伸び伸びと成⻑できる⽀援
 農地を守りながら地域を発展
 バランス感覚と先⾒性による豊かなまち
 ⼈を呼べるイベントや店舗の整備
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【⾚堀地区】地域の特性、強み、課題から得られる要素の整理
地域の特性（地理的特徴・地域資源・地域活動） 地域の強み 地域の課題

地域の課題から得られる要素

① 地域コミュニティの活性化
② 持続可能な農業への取組
③ ⽣活道路等の整備

 地区別市政懇談会
 主要道路が通っており、交通利便性が⾼い
 ⾃然環境が豊かである
 ⼈⼝が増加傾向にある

 市⺠アンケート
・住みよい理由（上位3項⽬）
 ⽐較的災害が少ない
 買い物が便利
 ⾞移動が便利

 令和5年度市⺠ワークショップ（第3回）
 ⾃然が豊かである
 歴史⺠俗資料館がある
 ⼈⼝が増えている
 他の市町村へのアクセスが良い
 テニスコートなどスポーツができる場所が多い

 市⺠アンケート
・住みにくい理由（上位3項⽬）
 バスなどの公共交通機関が不便
 買い物が不便
 ⾼齢者・障害者への対応が進んでいない
・重要度と満⾜度のギャップ（上位3項⽬）
 防犯対策の強化
 交通安全対策の推進
 消費者保護対策の充実

 地区別市政懇談会
 ⽣活道路の整備
 防災意識が低い
 道路の安全性の確保
 地域コミュニティの希薄化
 持続可能な農業への取組

 各地区区⻑会と市⻑の懇談会
 空き家・空き地への対応
 豪⾬による冠⽔対策

 令和5年度市⺠ワークショップ（第3回）
 ⾼校がない
 駅がない
 ⼈⼝増加に伴いインフラや⽥畑の整備が難しくなる

市の北部に位置し、前橋市、桐⽣市、みどり市と隣
接している。
道路網としては、中央を東⻄に⼀般国道50号が
通っている。また、南部は北関東⾃動⾞道伊勢崎イ
ンターチェンジと隣接している。
利根川の⽀流である粕川や早川が流れている。また、
北部には峰岸⼭が位置し、市内では貴重な⼭林地
帯が広がっている。
あかぼり⼩菊の⾥や⾚堀花しょうぶ園、⾚堀せせら
ぎ公園などの⾃然的な地域資源が存在する。
史跡⼥堀や茶⾅⼭古墳など多くの歴史・⽂化的資
源が分布している。
市内で出⼟した考古資料等を展⽰している歴史⺠
俗資料館が⽴地している。
地域のイベント等：粕川の鯉のぼり、⾚堀夏まつり、
⼩菊の⾥まつり、欅祭あかぼり

地域の特性から得られる要素

① ⾼速道路や国道などによるアクセスの利便性
② 河川や⼭林など豊かな⾃然
③ あかぼり⼩菊の⾥、⾚堀花しょうぶ園などの⾃然

的な資源
④ 茶⾅⼭古墳などの歴史的・⽂化的な資源

地域の強みから得られる要素

① 史跡⼥堀などの歴史・⽂化的な地域資源
② 豊かな⾃然環境
③ 道路交通網の利便性
④ ⼈⼝の増加傾向
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【⾚堀地区】地域づくりの⽅向性、振興策について

集約した要素

 河川や⼭林など豊かな⾃然環境
 ⼩菊の⾥や花しょうぶ園などの⾃然的資源
 歴史・⽂化的資源と歴史⺠俗資料館
 道路交通網の利便性
 持続可能な農業への取組
 ⽣活道路等の整備
 ⼈⼝の増加傾向

地域づくりの⽅向性、振興策について

① 歴史・⽂化的な地域資源を⽣かした活⼒あるまちづくり
② 豊かな⾃然環境の保全と活⽤
③ 道路交通網を⽣かした活⼒ある産業の推進
④ 安全でゆとりある居住環境の形成

地区別市政懇談会で出された
地域づくりの⽅向性、振興策についての意⾒
 ⾃然環境を壊さないまちづくり
 歴史的資源の活⽤
 道路交通網の利便性を⽣かした企業の誘致
 安全な道路環境の整備
 ⼈⼝増加に伴うインフラ整備
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【東地区】地域の特性、強み、課題から得られる要素の整理
地域の特性（地理的特徴・地域資源・地域活動） 地域の強み 地域の課題

地域の課題から得られる要素

 地区別市政懇談会
 ⼩泉稲荷神社が有名であり、参拝者も多い
 スマーク伊勢崎が買い物や雇⽤にとって重要な場所
となっている

 ⽥部井町から⼩泉町に広がる農地
 若い⼈と⾼齢者の交流がうまくいっている
 市⺠アンケート
・住みよい理由（上位3項⽬）
 ⽐較的災害が少ない
 買い物が便利
 ⾞移動が便利だから

 令和5年度市⺠ワークショップ（第3回）
 スマーク伊勢崎がある
 あずまウォーターランド
 ⼈⼝が増加している
 農地が多くある

 市⺠アンケート
・住みにくい理由（上位3項⽬）
 バスなどの公共交通機関が不便
 ⾼齢者・障害者への対応が進んでいない
 魅⼒的な仕事がない
・重要度と満⾜度のギャップ（上位3項⽬）
 防犯対策の強化
 公共交通ネットワークの確⽴
 ⼦ども・⼦育て⽀援の充実
 地区別市政懇談会
 国定駅周辺の区画整理
 ⼤型商業施設周辺の渋滞
 ⽣活道路等の整備
 下⽔道の整備
 地域の⽂化（祭り等）の継承
 各地区区⻑会と市⻑の懇談会
 地域防災⼒の強化
 地域コミュニティの運営
 道路上の表⽰等の整備
 令和5年度市⺠ワークショップ（第3回）
 ⾼校がない

地域の特性から得られる要素 地域の強みから得られる要素
① ⼩泉稲荷神社などの歴史的な地域資源
② 集客⼒の⾼い⼤型商業施設の⽴地
③ 道路交通網の利便性
④ 良好な⽥園環境
⑤ ⼈⼝の増加傾向

 市の東部に位置し、太⽥市に接している
 ＪＲ両⽑線の国定駅が設置されている
 道路網としては、⼀般国道１７号上武道路が
⻄部を南北に通っており、前橋⽅⾯、埼⽟⽅⾯
へのアクセス性を⾼めている

 良好な⽥園環境が広がっている
 あずま⽀所周辺に、様々な⽣活関連サービス施
設が集積している

 ⼤型商業施設が⽴地し、集客⼒の⾼い商業地
を形成している

 ⼩泉稲荷神社及び⼤⿃居、鶴巻古墳などの歴
史・⽂化的な資源がある

 あずま⽔⽣植物公園などの⾃然的景観資源が
ある

 あずまサッカースタジアムやあずまウォーターランドな
ど、スポーツ施設が充実している。

 あずま夏祭り、あずま産業祭、あずま⽂化祭

① 鉄道、国道等の交通網
② 良好な⽥園環境
③ ⼤型商業施設の⽴地
④ 集積された⽣活関連サービス
⑤ 歴史的な資源・⾃然的な資源
⑥ スポーツ施設の充実

① 地域の⽂化（祭り等）の継承
② 地域コミュニティの活性化
③ 魅⼒的な仕事、雇⽤の確保
④ ⽣活道路等の整備
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【東地区】地域づくりの⽅向性、振興策について

集約した要素

 ⼩泉稲荷神社などの歴史的資源
 地域の⽂化（祭り等）の継承
 集積された⽣活関連サービス
 集客⼒の⾼い⼤型商業施設の⽴地
 広い農地
 鉄道、国道等の交通網
 ⽣活道路等の整備
 あずま⽔⽣植物公園などの⾃然景観資源

地域づくりの⽅向性、振興策について

① 多様な地域資源や伝統⾏事を⽣かした活⼒あるまちづくり
② 暮らしを⽀える地域拠点の維持・充実
③ 良好な⽥園環境と調和した産業の推進
④ 安全でゆとりある居住環境の形成

地区別市政懇談会で出された
地域づくりの⽅向性、振興策についての意⾒
 地域に伝わる祭りなどの活性化
 ⼦どもたちや⾼齢者が暮らしやすいまちづくり
 安定的な就職先の確保
 農業者と⾮農業者の共存・共栄
 農業者の⾼齢化に伴う後継者の確保
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【境地区】地域の特性、強み、課題から得られる要素の整理
地域の特性（地理的特徴・地域資源・地域活動） 地域の強み 地域の課題

地域の課題から得られる要素

 地区別市政懇談会
 境御嶽⼭⾃然の森公園等の公園や、市ラグビー場
など活⽤できる場所がある

 利根川をはじめ、河川が集まる場所であり、⾃然が
豊かである

 世界遺産⽥島弥平旧宅をはじめとした歴史的・⽂
化的資源

 広い農地

 市⺠アンケート
・住みよい理由（上位3項⽬）
 ⾞移動が便利
 ⾃然環境がよい
 ⽐較的災害が少ない
 令和5年度市⺠ワークショップ（第3回）
 世界遺産がある
 ⾃然が豊かである
 市⺠プールが利⽤し やすい
 ショッピングモールが充実している

 市⺠アンケート
・住みにくい理由（上位3項⽬）
 バスなどの公共交通機関が不便
 買い物が不便
 ⾼齢者・障害者への対応が進んでいない
・重要度と満⾜度のギャップ（上位3項⽬）
 防犯対策の強化
 医療・年⾦制度の円滑な運営
 障害者福祉の充実
 地区別市政懇談会
 ⽔害が⼼配される
 境町駅周辺のまちのにぎわいがない
 ⼈が集まりやすいイベントが少ない
 地域コミュニティの希薄化
 各地区区⻑会と市⻑の懇談会
 ⾼齢化、⼈⼝減少
 駅周辺等のまちなかの活性化
 ⽣活利便施設の維持・充実
 災害発⽣時の体制強化
 令和5年度市⺠ワークショップ（第3回）
 ⾼校がない
 獣害がある
 ⾼齢者⽐率が⾼い
 ⼤きな公園が少ない

市の南東部に位置し、東側は太⽥市、南側は利根
川を挟んで埼⽟県深⾕市に接している。
地域南部には利根川が流れているほか、地域を南
北⽅向に広瀬川、粕川、早川が流れている。
複数の⼯業団地とともに、良好な農地が広がり、集
落地が点在している。
地域内には、東武鉄道伊勢崎線の境町駅、剛志
駅が⽴地している。
道路網としては、広域的な幹線道路である⼀般国
道17 号上武道路と⼀般国道354 号東⽑広域幹
線道路が通っている。
古くから養蚕業のまちとして発展してきた地域である。
世界⽂化遺産である「富岡製⽷場と絹産業遺産
群」の構成資産として登録されている史跡⽥島弥平
旧宅がある。
境町駅周辺には、境⾚レンガ倉庫などの歴史・⽂
化的資源が残っている。
地域のイベント等：境ふるさとまつり、さかい産業祭、
⼤⾣の市、平塚⾚城神社のお川⼊れ神事

① 境町駅周辺のにぎわい創出
② ⽣活道路等の整備
③ ⽣活関連サービス施設の維持・充実
④ 地域防災⼒の強化
⑤ ⽔害への備え

地域の特性から得られる要素
① 利根川をはじめ河川が多い
② 複数の⼯業団地と良好な農地
③ 鉄道、国道等の交通網
④ 世界遺産「⽥島弥平旧宅」
⑤ 歴史的・⽂化的資源・⾏事

地域の強みから得られる要素
① 世界遺産「⽥島弥平旧宅」
② 広い農地
③ 道路交通網の利便性
④ 豊かな⾃然環境

 策定部会意⾒
 ⽣活道路等の整備
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【境地区】地域づくりの⽅向性、振興策について

集約した要素

 世界遺産「⽥島弥平旧宅」
 境⾚レンガ倉庫などの歴史的・⽂化的資源
 ⽣活道路等の整備
 境町駅周辺のにぎわいの創出
 複数の⼯業団地と良好な農地
 鉄道、国道等の交通網
 利根川をはじめ河川が多い
 防災体制の強化

地域づくりの⽅向性、振興策について

① 世界遺産⽥島弥平旧宅をはじめとした蚕種製造⺠家群の保存と活⽤
② ⽣活環境の整備と境町駅周辺の市街地におけるにぎわいの創出
③ 道路交通網を⽣かした活⼒ある産業の推進
④ 豊かな⾃然環境の保全と⽔害対策の推進

地区別市政懇談会で出された
地域づくりの⽅向性、振興策についての意⾒
 世界遺産の⽥島弥平旧宅を核とした町おこし
 境町駅周辺を活⽤したまちのにぎわい創出
 都市基盤の整備
 ⽔害を⼼配せずに暮らせる地域づくり
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